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２０１７年（H２９）１０月発行 

発行 七戸町農業委員会 

所在 七戸町字森ノ上１３１-４ 

電話 ６８-２９６７(直通) 

平成２９年度上十三地区農業委員会大会が六戸町文化ホールにて農業委員、農地利

用最適化推進委員及び関係者など約２００名が参加し開催されました。 

この大会は、農業委員、推進委員が一同に会して、今後の活動意志決定と組織の活

性化のため毎年会場を持ち回りで開催されているものです。 

 大会では、力石堅太郎上十三地区農業委員会連絡協議会会長の主催者あいさつに始

まり、吉田豊六戸町長に歓迎のあいさつをいただき、議事では、｢経営所得安定対策

の充実に関する要望｣｢耕作放棄地の解消に関する要望｣｢農地利用の最適化に向けた

取組強化に関する申し合わせ｣が原案どおり可決されました。最後に、ガンバロー三

唱で締めくくり閉会しました。 



 - し ち の へ 農 業 委 員 会 だ よ り 「 通 巻 第 3 0 号 」 第 2 5 号 -  

- 2 -  

任期 : 平成２９年７月２０日～ 

        平成３２年７月１９日 

委員会だより編集委員 

鳴海 美名子 (上原子１) 
 

農業に携わるようになって間

もないので町の農業の現状

等、勉強しながら、七戸町へ

貢献できればと思います。よ

ろしくお願いします 

附田 長人 (榎林１) 
 

農業委員として３年間、委員

と協力しながら地域農業の活

性化や健全な農地の保全に微

力ではありますが、精一杯努

めたいと思っております。 

 

 

 

 

    

 

     

 

   

 

 

 

 

 

七戸町農業委員・推進委員紹介 
農業委員会等に関する法律の改正により、町長から任命された農業委員１５名と新しく設置し

た農地利用最適化推進委員７名の新体制でスタートしました。 

農地利用の最適化に向けて、農業者の代表として果たすべき役割を認識し、農業委員・農地利

用最適化推進委員ともに連携しながら活動してまいりますので、よろしくお願いします。 

農 業 委 員 

附田 豊 (寺沢) 
 

地域の農業振興のため、農地

の利用集積や経営改善に取り

組み、農地の利用・権利関係

の調整、担い手の育成に努め

てまいります。 

委員会だより編集委員長 

中村 博徳(榎林１) 
 

遊休農地の解消と有効利用

「土地と人」農地利用最適化

に向けた課題に取り組んで行

きます。 

農地利用集積検討委員会委員長 

金見 肇 (荒中見) 
 

地域の農業で老いも若きも自分

の農地は大切だと思います。ま

た遊休農地が増え、こうした農

地を守るため、若い後継者や担

い手を育成し、この問題を重視

し頑張っていきますので地域の

皆様宜しくお願いします。 

遊休農地対策委員会委員長 

天間 正大 (道ノ上) 
 

遊休農地対策委員長になりま

した。推進委員の皆さんと協

力して遊休農地の解消と発生

の防止に努めてまいります。 

会 長 

天間 俊一 (十字路) 
 

法律改正により、農地利用最

適化推進委員が置かれること

となりました。両委員が一体

となって遊休農地の発生、解

消に努め担い手への集積、集

約に継げる様努力していきま

す。 

会長職務代理者 

工藤 章 (川去) 
 

優良な農地を次世代の為に残

し町の繁栄につながる事に努

力を惜しまず。 

農地利用集積検討委員会副委員長 

楠 浩幸 (原子) 
 

遊休農地の解消に自ら取り組

み地域農業の振興に努める。 

委員会だより副編集委員長 

佐々木 信幸 (新町) 
 

農地等の有効利用に向け

て、農業委員と農地利用最

適化推進委員とともに頑張

っていきます。 

農業者年金加入推進部長 

川村 正 (上川目) 
 

地域の農業の発展耕作放棄地

の防止農業後継者の育成の

為、積極的に取り組みたい。 

遊休農地対策委員会副委員長 

福村 由起江 (道ノ上) 
 

聞き慣れない言葉がたくさんあ

り、不安でいっぱいですが先輩

方の指示、指導をいただき、職

を全うしたいと思いますのでよ

ろしくお願いします。 

農業者年金加入推進部長 

天間 敏行 (天間１) 
 

・新規参入促進 

・遊休農地の発生防止 

・担い手への農地の利用集

積、集約化 

山田 正 (野沼寺) 
 

次世代のため農地の有効利

用に向けて、農地利用最適

化推進委員と共に頑張りま

す。 

小栗 作之丞 (道地川目) 
 

これからも農業を維持できる

よう、より一層農家のため力

になれる様に頑張りたいと思

います。 
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任期 : 平成２９年８月１日～ 

      平成３２年７月１９日 

 

  

 

      

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

～ 委 嘱 状 交 付 ～ 
～ 

改正農業委員会法に

ともない新たに設置し

た農地利用最適化推進

委員の皆様へ委嘱状を

交付しました。 

耕作放棄地の解消・防

止や地域の担い手へ農

地集積が進むよう、推進

委員と農業委員が連携

を図ってまいります。 

推 進 委 員 

佐藤 秀夫(七戸蒼前) 
 

農業従事者の高齢化等に伴

い、遊休農地の増加が懸念さ

れ、農地利用最適化推進委員

として、農地利用の実態を速

やかに把握し、遊休農地の発

生の防止と農地利用の集積・

集約化を推進していきます。 

農地利用集積検討委員会委員 

二ツ森 俊一(二ッ森) 
 

担い手への農地利用の集積・

集約化、遊休農地の発生防

止・解消等に積極的な活動を

します。皆様のご指導をよろ

しくお願いします。 

遊休農地対策委員会委員 

楠 俊二(原子) 
 

８月から推進委員となりまし

たが初めての事で経験不足で

はありますが、諸先輩方の指

導を受けて頑張っていきたい

と思います。 

鳥谷部 隆之(鳥谷部) 
 

農地保持のため遊休農地の発

生防止に努め次世代の架け橋

となりたい。 

西野 盛孝(十字路) 
 

農地最適化推進委員として、

地域農業の発展に少しでもお

役に立てればと思っておりま

す。 

農地利用集積検討委員会委員 

瀬川 龍雄(作田川目) 
 

平成３０年からの農政の転換

により、農業または組織がど

のように変化していくのかを

勉強したいと思います。 

遊休農地対策委員会委員 

中野渡 勝則(荒中見) 
 

遊休農地の発生防止に努め、

そして解消に向けて地域の担

い手へ農地集積が進むよう精

一杯頑張ります。 

農業委員会は地域の農地を調査し、必要な指導を行います 
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農業委員会では次に関する 

事項について閲覧ができます 

◆ 農業委員会総会会議録 

◆ 農業委員会の点検評価目標及

びその達成に向けた活動計画 

◆ 農業委員会活動の「みえる化」

に向けた「農業委員会活動整理

カード」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 担 当 地 区 (行政区) 地 区 委 員(◎班長) 

天
間
林
地
区 

尾山頭、栗ノ木沢、白石、原子、白金、向原子、上原子、柳平、坪、金沢、金

木、天間大沢 

◎天間 敏行    楠 浩幸 

鳴海 美名子  楠 俊二 

長下、中野、手代森、向中野、栄、鳥谷部、十枝内、哘、市ノ渡、夏間木、森ノ

上、底田、 道ノ上、松ヶ沢、旭、森中、協和、桜木、中嶋 

◎天間 正大  福村 由起江 

鳥谷部 隆之 

後平、馬込、曙、天間蒼前、黄金、十字路、原久保、諏訪、狐久保、石沢、一本

木、舟場向、天間、小又 

◎附田 豊   天間 俊一 

西野 盛孝 

上野崎、長沢、下野崎、中岫、花松、寺沢、附田、榎林、昭和、貝塚、二ッ森、 

李沢、甲田 

◎中村 博徳  附田 長人 

二ッ森 俊一 

七
戸
地
区 

城内、新町、横町・本町、袋町、東大町、川向、蒼前、舘野、新川原、小川町、 

下町、南浦、川原町、向町、柏葉町、大池、上町、荒熊内、大沢、作田、和田 

◎金見 肇   佐々木 信幸 

佐藤 秀夫 

上見町、下見町、荒屋、中村、荒屋平、沼ノ沢、野左掛、寺下、横長根、一ノ

森、川去 

◎工藤 章   山田 正 

中野渡 勝則 

牧場、治部袋、倉岡、銀南木、南斗内、左一、上川目、西野、道地川目 
◎川村 正   小栗 作之丞 

瀬川 龍雄 

 農業者の代表である農業委員・推進委員は、担当地区において地域農業者の要望をくみ取り、これ

にきめ細かく応えていくとともに「地域の世話役」としての活動に積極的に取り組んでいきます。 

主な活動内容は①農業者に対する相談・指導等、日常相談活動②農地法等法令業務、相続・贈与税

等納税猶予制度、現地確認活動及び指導③遊休・耕作放棄地、無断転用等の点検活動及び指導（農地

パトロール等の実施）などです。農業、農地等に関しては地元の農業委員にお気軽にご相談下さい。 

 

-農地は放置せず責任を持って管理しましょう- 

遊休農地とは、耕作の目的に使用されておらず、今後

も耕作に使用されないと見込まれる農地です。遊休農

地は、病害虫が発生しやすく、近隣の農作物へ被害を

及ぼすほか、景観の悪化など周囲の営農・生活環境に

さまざまな悪影響を及ぼす恐れがあります。また、食

糧生産をする貴重な資源である農地が有効に使用さ

れないことは、食糧自給率の低下にもつながります。

耕作しない状況が数年続くと、雑草や雑木か生い茂

り、再び耕作できる状態にするには大変な労力と資金

がかかります。農地は荒らさずに管理しましょう！！ 

編集委員長  中村  博徳  

編集副委員長  佐々木 信幸  

編集委員      鳴海  美名子 

天間  俊一 

工藤  章  

各 地 区 の 担 当 農 業 ・ 推 進 委 員


